
学校説明会申込み事前質問事項 Q&A 

 

Ｑ１ 以前の岩東の普通科は授業のペースが早かったようですが、現在の普通科の授業の

ペースはどうでしょうか？ 

Ａ１ 授業の進度は、大学進学を見据えた、必要なペースになっていますが、個々の感じ方

によって異なる場合もありますので、学校説明会の授業公開を参観して実感してい

ただきたいと思います。 

 

Ｑ２ 学校の雰囲気、部活動の雰囲気について 

Ａ２ 学校行事は大変な盛り上がりで、質の高いパフォーマンスが繰り広げられています。

学習と行事・部活動のメリハリをもって取り組む文化があり、情熱的で積極的な側面

をもちながらも落ち着いた学校生活を送ることができます。また、部活動は、初心者

も受け入れられる温かさをもちながらも、楽しく真剣に取り組んでいます。是非、説

明会に来ていただいて、見ていただきたいと思います。 

 

Ｑ３ 岩見沢西高校と統合したことで、変わったこと・変わらなかったこと(教育方針・カ

リキュラム・学級編成・進路実績など)を教えてください。 

Ａ３ 人数が多くなったことにより部活動が一層盛んになり、とても多くの部活動が全道

大会に出場しています。また、カリキュラムは旧岩見沢西高校で取り入れていた単位

制に統一され、これまで以上に、自分の興味・関心や個々の進路希望に合わせて選択

することができるようになりました。詳細については、学校説明会にて紹介しますの

で、是非その変化をご覧ください。 

 

Ｑ４ 外部所属チームの活動（海外遠征など）で学校を欠席する場合の、公欠扱いについて

知りたいです。 

Ａ４ 活動内容について確認し、その扱いについては丁寧に検討します。基本的に教育機関

や各競技団体からの派遣要請がある場合は、公欠とする方針です。高校でも活動が続

けていくことができるよう配慮しています。 

 

Ｑ５ 大学受験時の学校推薦枠がどの大学でどのくらいあるのか知りたいです。 

Ａ５ 道内外問わず、非常に多くの指定校があります。しかし、指定校推薦は年度によって

少し変動がありますのでご注意ください。学校説明会でも紹介しますが、詳細につい

ては改めて個別でお話しすることも可能ですのでご相談ください。 



Ｑ６ 途中で他の科への編入は可能なシステムになっていますか？ 

Ａ６ 高校の入試は学科ごとに行われており、途中での学科の変更は制度上できないこと

になっています。しっかりと教育課程や教育活動を見て、後悔のないよう決断しても

らいたいと思います。 

 

Ｑ７ 特進から文理探究になったことで、大学受験の対策は、一般受験より推薦への対応に

重きを置いているのか？また、その場合、上位大学は一般受験での合格が多いと思う

が、その対応はできているのか？ 

Ａ７ 特に推薦に重きを置いていると言うことはありません。大学側の受験システムが多

様化しているため、以前のような知識だけを問う受験ではなくなってきています。そ

れにあわせて、多様に対応させて頂いています。 

 

Ｑ８ 普通科と文理探究科の授業内容はどのように違いますか？ 

Ａ８ 「探究」に関する学校設定科目において教育課程上の違いがあります。また、文理探

究科は普通科よりも難関大を目指す人が多く集まる傾向があり、「授業の進度が速

い」「より発展的な内容を扱う」ということはあると思います。 

 

Ｑ９ 文理探求科の具体的な 3 年間の勉強過程を知りたいです。 

Ａ９ 本校では、１・２年次には、国数英、更には地歴公民・理科の基礎から応用まで、３

年次には更に発展科目を多く設け、しっかりと学力が向上するよう授業を進めてい

ます。模擬試験と歩調を合わせ、個々の学力伸張度合いを確認しながら、講習や補習、

個別指導により学力向上に取り組んでいます。更に文理探究科では、学校設定科目を

設定し、１年次に「探究基礎」を１時間、２年次は「探究応用」を２時間実施してい

ます。１年次の「探究基礎」は台湾探究研修と外部と連携した探究活動が中心となり

ます。２年次の「探究応用」はデータサイエンスに関する学習とイベント実施の２つ

の内容を軸として行い、大学で活用できる能力を先取りして学習し卒業論文の作成

までを目指しています。探究活動に意欲的に取り組みたい人は、是非チャレンジして

ください。 

 

Ｑ10 文系の国立大学受験もバックアップしているのか。 

Ａ10 もちろんです。単位制により文系大学の受験に必要な科目はしっかりと用意してい

ます。文系に限らず、様々な科目の配置をしています。自分の進路に合わせた科目を

選択できますので、国公立文系受験にはもちろん、多様な進路に合わせて対策できる

ようになっています。 



Ｑ11 英語での留学で学校の対応、バックアップ等について詳しく知りたい。 

Q11 現在は、学校で設定している留学は特に行っていませんが、個別留学については希望

があれば対応可能になっていますので、入学後にチャレンジしたい人を応援できる

体制になっています。例えば、留学期間中（１年以内）に相応の学習を収めたと認め

られる場合は、留学先での履修を本校の履修と見なして、３６単位の範囲で単位の修

得を認めていますので、留学すると進級ができないということはない、ということな

どがあります。 

 

Ｑ12 保護者も部活動見学はできますか？ 

Q12 できます。お時間があれば、是非、見学して頂きたいと思います。 

 

Ｑ13 制服での参加ですか？ 

Ａ13 特に、本校からは制服による参加を指定はしていませんので私服でも構いませんが、

例年は参加者のほとんどが制服を着ている状況です。それぞれの中学校の方針もあ

るかと思いますので、その上で決定してください。いずれにしても当日は気温が高い

ことが想定されますので、体調に留意した服装で参加してください。 

 


